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市
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
市
民
の
方
か

ら
一
本
の
深
刻
な
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は「
知
り
合
い
の
子
ど
も
が
両
親
か
ら
虐
待
を

受
け
、
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
家
出
を
し
た
と

相
談
を
受
け
た
。
な
ん
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
情
報
提
供
を
受
け
、
市

の
相
談
窓
口
や
、
東
京
都
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
い
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
何

度
か
電
話
を
受
け
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は

児
童
相
談
所
な
ど
が
動
き
、
親
子
の
関
係
が

改
善
さ
れ
、
そ
の
子
は
親
元
へ
戻
る
こ
と
を
選

択
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。
相
談
で
き
る
人
が
い

て
、
関
係
機
関
な
ど
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
く

れ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
問
題
」は
複
雑
で
す
。
た
だ
で
さ

え
複
雑
な
の
に
、
家
族
の
中
だ
け
で
問
題
が
閉

じ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
複
雑
さ
は
さ
ら

に
増
し
ま
す
。
周
り
が
何
か
手
助
け
を
し
よ
う

と
し
て
も
難
し
い
と
い
う
の
も
事
実
で
す
。

　
か
つ
て
、
三
鷹
市
で
子
ど
も
の
問
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、
主
に
い
じ
め

の
問
題
で
し
た
。
最
近
は
、
そ
こ
に
子
ど
も
の

貧
困
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
な
ど
も
加
わ

り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
は
、
一
層

多
様
化
し
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

三
鷹
市
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
連
携
を
強
く
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
お
や
っ
？
」と
思
う
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
市
の
相
談
窓
口「
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
り
ぼ
ん
」に
心
配
な
状
況
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

深
刻
化
す
る
子
ど
も
の
問
題

新型コロナワクチン接種 最新情報 2面

第32回三鷹市民駅伝大会
参加チーム募集！ 3面

みたか太陽系ウォーク特集
※抜き取ってお使いください。 

市からのお知らせ 11面から

第61回農業祭 12面

三鷹市長
河村　孝

市

長

コ

ラ

ム

YouTubeで
配信中

「河村市長に
聞いてみた！」

　「ヤングケアラー」とは、本来は大人が担うような家事や家族の世話などを日常的に行っている18歳未
満の子どもをいいます。少子高齢化や家族の形の変化に伴い、誰もがケアを担う時代になる中で、子ど
もたちがケアを引き受けることは決して特別なことではなくなってきています。ただ、彼らが困ってい
たり、子どもが担う域を超えた役割を負っていたら…。周囲の大人が気付き、寄り添っていくために、
まずはヤングケアラーを知ることから始めてみませんか。

子ども家庭支援センターりぼん☎0422-40-5925

　体や心に不調を抱える家族の代わりに、買い物
や料理、掃除、洗濯などの家事をしている。

　体や心に不調を抱える家族の見守りや精神的なケ
ア、幼いきょうだいの身の回りの世話をしている。

　コミュニケーションに困難を抱える家族の付き
添いや通訳、手続きの代行をしている。

Q.  子どもが家事や家族の世話をするのは、よく
ないの？

A.  家庭でお手伝いをすることで、生活技術が身
に付き、思いやりなどが育まれます。一方で、
年齢や成長の度合いに見合わない過度な責任
や負担が続くと、心身の健康や教育・進路な
どに影響することがあります。

Q.  ヤングケアラーが抱えがちな問題とは？
A.  睡眠不足や疲労により学校への遅刻・欠席

が増える、勉強の時間が取れず学力が低下す
る、友達と遊ぶ時間が取れず孤立する、進路
が制約されるなど、子どもらしく過ごせるは
ずの時間や、将来を考える機会がなくなって
しまうことが問題といわれています。

Q.  周囲の大人はどう対応すればよい？
A.  家族のケアが日常化していることで、問題があっても

本人や家族に自覚がないケースがあります。もし、地
域にヤングケアラーと思われる子どもがいたら、ケア
していることを褒めたり否定したりせず、「いつでも
相談に乗る」「一緒に考えていく」と伝えてください。

　脳障がいを抱えて車いすで生活する母親を
10年にわたり世話した元ヤングケアラーで、
フリーアナウンサーの町亞聖さん（写真）に、自
身の経験などを伺います。

11月18日㈯午前10時〜正午
600人、保育（1歳〜未就学児）8人
三鷹市公会堂光のホール
10月2日㈪から同センター

☎0422-40-5925または
申し込みフォーム

（下記QRコード）へ

ヤングケアラーに関する市の相談窓口
子ども家庭支援センターりぼん

◆相談先　☎0422-40-5925
　（平日午前8時30分〜午後5時。教育センター2階）
　福祉・教育などの関係機関と連携して、ヤングケ
アラー本人や家族に寄り添い、家庭の状況に合わせ
て当事者の思いを尊重しながら対応します。心配な
子どもがいたら、ご連絡ください。

子ども家庭支援センターりぼん相談員に聞く 町 亞聖さん講演会町 亞聖さん講演会

例えば、ヤングケアラーはこんな子どもたちです


